
 

令和６年度 東京の農業振興に向けた専門懇談会（第 1回） 

次第 

 

日 時 ：令和６年７月 29日（月） 
15時 30分～17時 30分 

場 所 ：都庁第一本庁舎 7階大会議室 

 

１ 開会                       

２ 知事挨拶 

３ 出席者紹介 

４ 議事 

（１）プレゼンタ―による発表 

Oishii Farm 共同創業者 兼 CEO 古賀 大貴氏 

 （２）質疑応答 

（３）意見交換 

   議題  東京の農業振興に向けた振興施策等について                     

（４）その他 

５ 閉会                     
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東京の農業振興に向けた専門懇談会 オブザーバー 

所属等 氏 名 

株式会社ネイバーズファーム 代表取締役 梅村
うめむら

 桂
けい

 

 

 

東京の農業振興に向けた専門懇談会 プレゼンタ―（基調講演） 

所属等 氏 名 

Oishii Farm 共同創業者 兼 CEO 古賀
こ が

 大貴
ひ ろ き

 

 

 

 



オンライン参加
社会保険労務士法人
リライアンス代表
鈴木　泰子
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令和6年度東京の農業振興に向けた専門懇談会
（第1回）

東京農業の現状・課題



【現状】

 総農家数は令和２年、調査開始以来初めて１万戸を割り込む

 70歳以上の農業者の割合が大きく、減少速度は急速に進む可能性

東京農業の現状と課題 減少を続ける農業者数

【課題】 ○ 後継者、農外など多方面からの新規就農者を確保

○ 離農を防ぐ、働きやすい農業環境の実現

○ 雇用就農や半農半Xなど、農業への多様な参画を促進 1

農家数の推移 年代別基幹的農業従事者数推移
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東京農業の現状と課題 減少する産出額と上がらない販売単価

【課題】 ○ 稼ぐ農業者がより稼げる環境づくり

○ 資材価格が高止まりする環境下での持続可能な農業経営への転換

○ 高単価での販売につながる農業経営を支援

【現状】

 東京の農業生産額は減少傾向にある一方、農家１戸当たりの産出額は上昇傾向

 農業の生産資材や肥料、資料の高騰が続いている

 農業者は販売単価への反映ができていない
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東京農業の現状と課題 止まらない農地の減少

【課題】 ○ 貸借を一層促進し、新規就農者や後継者、規模拡大を図る農業者への農地確保

○ 多面的機能を発揮する農業体験農園などの取組を促進
3

【現状】

 農業生産はもとより防災や教育など、農地がもつ多面的な機能は都民にとって貴重な財産

 令和４年の農地面積6,290ha、相続等で毎年約100haの農地消失

 多面的機能を最大限に発揮する農業体験農園の数は伸び悩んでいる

農地面積の推移
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東京農業の現状と課題 求められる働き方改革

【現状】

 地球沸騰ともいわれる猛暑にあって、ビニールハウス内の気温は危険な温度に

 過酷な労働環境は後継者の確保にも影響している可能性

【課題】 ○ 農作業現場での熱中症対策の促進

○ 農家の子息・息女が働きたいと思う環境の整備

○ 働き方の改善と経営の効率化が両立する農業の実現 4
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東京農業の現状と課題 プロモーション、環境配慮

【現状】

 円安を背景に訪日外国人の旅行消費額は過去最高だが、東京産農産物のＰＲは不足

 消費者は環境保全型農業への関心が高いが、エコ農産物やGAP認証の認知度は低い

【課題】 ○ インバウンド需要に対応した東京産食材の提供、ＰＲ強化

○ エコ農産物やGAP認証の価値を消費者に伝え、認証取得の機運を醸成
5

年間の訪日旅行消費額推移
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